
◆
地
域
の
取
り
組
み
◆

災災
害害
図図
上上
訓訓
練練
ＤＤ
ＩＩ
ＧＧ

七
月
九
日
�

区
内
で
初

め
て
の
「
災
害
図

上
訓
練
Ｄ
Ｉ
Ｇ
」

が
北
郷
会
館
で
行

わ
れ
、
地
域
住
民

ら
約
八
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
訓
練
に

参
加
し
た
住
民
に
、
そ
の
体
験
を

通
じ
防
災
の
視
点
か
ら
地
域
の
現

況
や
必
要
な
も
の
を
地
図
上
で
知

り
、
災
害
時
の
協
力
体
制
作
り
や

防
災
意
識
の
向
上
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
北
白
石
連
合
町
内
会

と
北
白
石
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

Ｄ
Ｉ
Ｇ
と
は
英
語
の「
災
害
」、

「
想
像
」、「
ゲ
ー
ム
」
の
頭

文
字
を
取
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
防

災
訓
練
で
、
大
き
な
住
宅
地
図
の

上
に
か
ぶ
せ
た
透
明
シ
ー
ト
に
色

マ
ジ
ッ
ク
で
地
域
の
防
災
関
連
施

設
や
注
意
個
所
な
ど
の
情
報
を
書

き
込
み
、
地
域
の
災
害
を
地
図
上

で
仮
想
体
験
す
る
も
の
。
実
動
訓

練
に
比
べ
資
材
な
ど
の
準
備
も
容

易
で
、
話
し
合
い
な
が
ら
地
域
防

災
の
現
状
認
識
を
深
め
ら
れ
る
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

参
加
者
は
講
師
の
北
海
道
教

さ

さ

き

た
か

こ

育
大
学
の
佐
々
木
貴
子
助

教
授
の
説
明
に
従
い
六
班
に
別
れ

て
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。作
業
は
、

�
地
震
発
生
時
の
行
動
や
避
難
時

の
持
ち
物
を
グ
ル
ー
プ
で
集
約
。

�
地
図
上
の
透
明
シ
ー
ト
に
避
難

場
所
や
病
院
、
危
険
個
所
な
ど

を
色
マ
ジ
ッ
ク
で
書
き
込
み
。

�
図
面
上
で
避
難
ル
ー
ト
を
た
ど

り
自
分
の
行
動
を
仮
想
体
験
。

の
三
行
程
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

講
師
か
ら
過
去
の
災
害
時
の
参
考

事
例
や
、
水
道
・
消
防
な
ど
関
係

機
関
の
担
当
者
か
ら
具
体
的
な
防

災
体
制
の
説
明
な
ど
も
あ
り
、
参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

今
後
は
こ
れ
を
基
に
、
地
域

の
防
災
情
報
を
網
羅
し
た

「
地
域
防
災
マ
ッ
プ
」の
作
成
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
な
げ
ま
す
。

消消

防防

団団自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る
、

と
の
気
概
で
、
他

に
本
業
を
持
つ
傍

ら
地
域
の
安
全
を

守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
は
消
防
隊
と
一

体
と
な
っ
て
防
災
活
動
に
従
事
す

る
ほ
か
、
普
段
は
住
民
へ
の
火
災

予
防
や
応
急
手
当
の
指
導
、
自
主

防
災
組
織
の
指
導
育
成
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
本
部
と
七
分
団
に
百
九
十
九

人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

自自
主主
防防
災災
組組
織織

町
内
会
が
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
を
自
ら
守
る
た
め
に
、

情
報
連
絡
や
消
火
、
救
出
救
護
な

ど
の
班
を
編
成
し
、
防
災
訓
練
や

講
習
会
を
実
施
し
て
災
害
に
備
え

て
い
ま
す
。

区
内
に
は
百
三
十
三
の
組
織
が

あ
っ
て
、
組
織
率
は
九
十
七
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
と
市
内
で
二
番
目
の

高
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

白白
石石
区区
防防
火火
委委
員員
会会

地
域
住
民
の
防
火
意
識
の
普

及
向
上
、
自
主
防
火
管
理

に
よ
る
火
災
防
止
な
ど
を
目
的
に
、

各
町
内
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
防
火

委
員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
火
啓
発
活
動
や
防
災
実
技
研

修
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

白白
石石
区区
災災
害害
防防
止止
協協
力力
会会

地
元
企
業
と
し
て
地
域
に
貢

献
し
よ
う
と
、
区
内
の
建

設
企
業
三
十
九
社
に
よ
り
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
重
機
や
作
業
員

を
迅
速
に
派
遣
し
、
被
害
の
拡
大

防
止
と
速
や
か
な
復
旧
を
図
る
た

め
、
定
期
的
に
区
と
水
防
訓
練
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
台
風
十
八
号
被
災
時
に

は
二
十
四
社
が
出
動
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
幾
多
の
活
動
実
績
が
あ

り
ま
す
。

自自
主主
防防
災災
訓訓
練練

秋
の
火
災

予
防
運

動
に
合
わ
せ

て
東
白
石
地

区
町
内
会
連

合
会
で
は
、

本
番
さ
な
が

ら
に
自
主
防
災
訓
練
を
実
施
、
多

く
の
住
民
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
十
月
十
四
日
�
万
生
公

園
（
南
郷
通
八
丁
目
南
）
で
実
施

す
る
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
か
の
町
内
会
で
も
住
民

の
防
災
意
識
向
上
の
た
め
に
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

防防
災災
運運
動動
会会

北
都
町
内
会
で
は
、
防
災
へ

の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
「
防
災

運
動
会
」
を
毎

年
開
催
し
て
い

ま
す
。

今
年
は
七
月

三
日
�
に
北
都
公
園
で
開
催
し
、

住
民
約
五
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

担
架
を
使
っ
た
も
の
や
玉
入
れ
用

の
玉
を
水
に
み
た
て
た
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

少少
年年
消消
防防
クク
ララ
ブブ

小
学
校
四
〜

六
年
生
の

児
童
に
、
家
庭

や
地
域
に
お
け

る
火
災
予
防
の

啓
発
活
動
参
加
な
ど
を
通
じ
、
防

火
意
識
を
身
に
着
け
て
も
ら
う
た

め
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
ク
ラ
ブ
で
百
七
人
の
児
童
が

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

幼幼
年年
消消
防防
クク
ララ
ブブ

幼
少
時
か
ら
防
火
へ
の
意
識

を
培
っ
て
も
ら
お
う
と
、

幼
稚
園
の
年
長
児
を
対
象
に
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

五
幼
稚
園
で
六
百
五
十
一
人
の

園
児
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
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▲シートに情報を書き込む参加者▼
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